
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 全日本ウィンタースポーツ専門学校 
設置者名 学校法人国際総合学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

文化・教養 

専門課程 

スノーボード専

攻科フリースタ

イルコース 

夜 ・

通信 
1,606時間 160時間  

スノーボード専

攻科ビジネスコ

ース 

夜 ・

通信 
1,550時間 160時間  

スキー専攻科イ

ンストラクター

コース 

夜 ・

通信 
1,562時間 160時間  

ウィンタースポ

ーツ学科スノー

ボード専攻 

夜 ・

通信 
1,642時間 160時間  

ウィンタースポ

ーツ学科スキー

専攻 

夜 ・

通信 
1,572時間 160時間  

スポーツビジネ

ス学科 

夜 ・

通信 
1,384時間 160時間  

 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
https://jwsc-snow.com/blog/wp-

content/themes/jwsc/file/disclosure/02_04_01_kamoku.pdf 

 

 

 

 



  

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 全日本ウィンタースポーツ専門学校 
設置者名 学校法人国際総合学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
https://jwsc-snow.com/blog/wp-

content/themes/jwsc/file/disclosure/2022/04_01_member_2022.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 会社役員 

2019 年 6 月

1 日～2023

年 5月 31日 

教育統括的観点 

非常勤 大学教授 

2019 年 6 月

1 日～2023

年 5月 31日 

教育統括的観点 

非常勤 団体職員 

2019 年 6 月

1 日～2023

年 5月 31日 

政策的観点 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 全日本ウィンタースポーツ専門学校 

設置者名 学校法人国際総合学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

教育理念、ウィンタースポーツ業界やアウトドアスポーツ業界の動向や現状を踏ま

え、基礎基本の定着、応用へと発展させる。さらに、即戦力となる力を養う実践的な

授業展開となるよう計画、作成する。 

 

・2月：教務会議（カリキュラム決定、シラバス（案）の策定） 

・3月：シラバス作成 

・3月末：教務会議（シラバス確認、確定） 

・4月：学生へ授業概要説明、公表（ホームページ記載） 



  

授業計画書の公表方法 

■スノーボード専攻科 

https://jwsc-snow.com/blog/wp-

content/themes/jwsc/file/disclosure/02_05_01_

syllabus.pdf 

■スキー専攻科 

https://jwsc-snow.com/blog/wp-

content/themes/jwsc/file/disclosure/02_05_02_

syllabus.pdf 

■ウィンタースポーツ学科 

・スノーボード専攻 

https://jwsc-snow.com/blog/wp-

content/themes/jwsc/file/disclosure/02_05_03_

syllabus02.pdf?2 

・スキー専攻 

https://jwsc-snow.com/blog/wp-

content/themes/jwsc/file/disclosure/02_05_04_

syllabus.pdf 

■スポーツビジネス学科 

https://jwsc-snow.com/blog/wp-

content/themes/jwsc/file/disclosure/02_05_05_

syllabus.pdf 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

①必修科目とされているものは、すべて履修しなければならない。 

②成績評価は、出席率、普段の授業態度、科目終了時の考査、確認テスト、提出課題、

検定取得状況、大会成績等によって総合的に評価をする。 

③考査試験（筆記、実技）については、60点以上を合格点とする。出席については、

80%以上の出席者に対して評価をする。 

④各科目の成績は、100点満点で評価をする。 

 講義：考査（60%）、平常点（40%） 実技・実習：関心、意欲、態度、技能 ※平常

点は、学習意欲、理解度、出席率などをいう。※各科目の実情により、評価基準を

変更し評価をする場合がある。 

⑤成績評価は、A、B、C、Dの 4段階とする。 

A（秀 80点以上）B（優 70点以上）C（良 60点以上）D（負荷 60点未満） 

⑥考査資格。出席、授業態度等に問題がある者は、評価考査の対象から外れる場合が

ある。 

⑦追試験。D 評価の科目は追試験を受けることができる。追試験合格の科目は原則と

して、C 評価となる。追試験に合格しないものは科目不合格となる。追試験を受験

する場合には、受験料を納入しなければならない。 

⑧認定試験。追試験不合格者は認定試験を受験することができる。認定試験合格の科

目は、C 評価とし、合格しない者は科目不合格となる。認定試験を受験する場合は、

試験料を納入しなければならない。 

https://jwsc-snow.com/blog/wp-content/themes/jwsc/file/disclosure/02_05_03_syllabus02.pdf?2
https://jwsc-snow.com/blog/wp-content/themes/jwsc/file/disclosure/02_05_03_syllabus02.pdf?2
https://jwsc-snow.com/blog/wp-content/themes/jwsc/file/disclosure/02_05_03_syllabus02.pdf?2
https://jwsc-snow.com/blog/wp-content/themes/jwsc/file/disclosure/02_05_05_syllabus.pdf
https://jwsc-snow.com/blog/wp-content/themes/jwsc/file/disclosure/02_05_05_syllabus.pdf
https://jwsc-snow.com/blog/wp-content/themes/jwsc/file/disclosure/02_05_05_syllabus.pdf


  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

学生の成績状況を把握できるよう、各科目評価を 100点満点で点数化し、合計点を科

目数で割った平均点を指標とする。 

・算出された指数は、成績分布状況の把握に使用する。 

・成績分布は、成績評価をもとに作成する。 

・成績分布の下位の学生に対し、指導を行う場合がある。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

https://jwsc-snow.com/blog/wp-

content/themes/jwsc/file/disclosure/02_06_hyo

ka.pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

ディプロマポリシー 

（１）専門知識・技術、魅力ある人間力を備えていること。 

（２）各業界、地域社会で活躍・貢献できる実践力をもっていること。 

（３）創造力、問題発見力・解決能力をもっていること。 

 

卒業条件基準 

（１）全年次の出席が良好（８０％以上）であること。 

（２）全年次の科目評価が全てＣ以上であること。 

（３）その他、生活行為等において問題がないこと。 

（４）授業料等の費用を全て納付していること。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

https://jwsc-snow.com/blog/wp-

content/themes/jwsc/file/disclosure/02_03_con

ditions_2022.pdf 
 

  



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 全日本ウィンタースポーツ専門学校 

設置者名 学校法人国際総合学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
https://jwsc-snow.com/blog/wp-

content/themes/jwsc/file/disclosure/2022/03_04_taisyaku_re.pdf 

収支計算書又

は損益計算書 
https://jwsc-snow.com/blog/wp-

content/themes/jwsc/file/disclosure/2022/03_02_syushi_re.pdf 

財産目録 
https://jwsc-snow.com/blog/wp-

content/themes/jwsc/file/disclosure/2022/03_03_mokuroku_re2.pdf 

事業報告書 
https://jwsc-snow.com/blog/wp-

content/themes/jwsc/file/disclosure/2022/03_01_jigyou_re2.pdf 

監事による監

査報告（書） 
https://jwsc-snow.com/blog/wp-

content/themes/jwsc/file/disclosure/2022/03_05_kansa_re2.pdf 

 

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文化・教養専

門課程 

スノーボード専攻科 

フリースタイルｺｰｽ 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

昼 

1,862 

単位時間／単位 

292 単位

時間/単

位 

82 単位時

間/単位 

1054 単位

時間/単

位 

0 単位時

間/単位 

434 単位

時間/単

位 

1,862単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

15人 6人 0人 5人 9人 14人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

教育理念、ウィンター業界の動向や現状を踏まえ、基礎基本の定着、応用へと発展さ

せる。さらに、即戦力となる力を養う実践的な授業展開となるよう計画、作成する。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

①必修科目とされているものは、全て履修しなければならない。 

②成績評価は、出席率、普段の授業態度、科目修了時の考査、確認テスト、提出課題、

検定取得状況、大会成績等の資料によって総合的に評価する。 

③考査試験（筆記、実技）については、60点以上を合格点とする。出席については、

80%以上の出席率の者に対して評価をする。 

④各科目の成績は、100点満点で評価をする。 



  

講義：考査（60%）、平常点（40%） 実技・実習：関心、意欲、態度、技能 

※平常点は、学習意欲、理解度、出席率などをいう。 

※各科目の実情により、評価基準を変更し評価をする場合がある。 

⑤成績評価はＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階とする。 

A（秀 80点以上）B（優 70点以上）C（良 60点以上）D（不可 60点未満） 

⑥考査資格。出席、授業態度等に問題がある者は、評価考査の対象から外れる場合が

ある。 

⑦追試。D 評価の科目は追試を受けることができる。追試合格の科目は原則として C

評価となる。追試に合格しない者は科目不合格となる。追試を受験する場合は、試

験料を納入しなければならない。 

⑧認定試験。追試験不合格者は認定試験を受けることができる。認定試験合格の科目

は C評価とし、合格しない者は科目不合格となる。認定試験を受験する場合は、試

験料を納入しなければならない。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

本校では、以下のような能力を身につけ、かつ所定の単位を修得した学生に対して卒

業を認定する。年度末の判定会議において審査し決定する。 

 

ディプロマポリシー 

（１）専門知識・技術、魅力ある人間力を備えていること。 

（２）各業界、地域社会で活躍・貢献できる実践力をもっていること。 

（３）創造力、問題発見力・解決能力をもっていること。 

 

卒業条件基準 

（１）全年次の出席が良好（８０％以上）であること。 

（２）全年次の科目評価が全てＣ以上であること。 

（３）その他、生活行為等において問題がないこと。 

（４）授業料等の費用を全て納付していること。 

 

進級条件 

 （１）1 年次の出席が良好（８０％以上）であること。 

 （２）1 年次の科目評価が全てＣ以上であること。 

 （３）その他、生活行為等において問題がないこと。 

 （４）授業料等の費用を全て納付していること。 

 

学修支援等 

（概要） 

学年担任制度、少人数指導、就職サポート制度があり学校生活から就職活動まで幅広

く支援体制を設けている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 7人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

1人 

（  14.3％） 

6人 

（  85.8％） 



  

（主な就職、業界等） 

金融業界 

（就職指導内容） 

学生の適性を把握し個別指導を実施。企業訪問研修やインターンシップ等実施し就職観

を育成し就職へと結びつける。学校独自にウィンター業界からの求人情報等の情報を提

供している。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

Word文書処理技能認定試験 3 級、Excel表計算処理技能認定試験 3 級、社会人常識マナ

ー検定 3級 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  13人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

なし 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任による学生状況の把握、個別面談等実施し、全教職員にて情報共有し支援や退学

抑止に努めている。 

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文化・教養専

門課程 

スノーボード専攻科 

ビジネスｺｰｽ 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

昼 

1,834 

単位時間／単位 

320 単位

時間/単

位 

166 単位

時間/単

位 

1054 単位

時間/単

位 

0 単位時

間/単位 

294 単位

時間/単

位 

1,834単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

15人 1人 0人 5人 9人 14人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

教育理念、ウィンター業界の動向や現状を踏まえ、基礎基本の定着、応用へと発展さ

せる。さらに、即戦力となる力を養う実践的な授業展開となるよう計画、作成する。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

①必修科目とされているものは、全て履修しなければならない。 

②成績評価は、出席率、普段の授業態度、科目修了時の考査、確認テスト、提出課題、

検定取得状況、大会成績等の資料によって総合的に評価する。 



  

③考査試験（筆記、実技）については、60点以上を合格点とする。出席については、

80%以上の出席率の者に対して評価をする。 

④各科目の成績は、100点満点で評価をする。 

講義：考査（60%）、平常点（40%） 実技・実習：関心、意欲、態度、技能 

※平常点は、学習意欲、理解度、出席率などをいう。 

※各科目の実情により、評価基準を変更し評価をする場合がある。 

⑤成績評価はＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階とする。 

 

A（秀 80点以上）B（優 70点以上）C（良 60点以上）D（不可 60点未満） 

⑥考査資格。出席、授業態度等に問題がある者は、評価考査の対象から外れる場合が

ある。 

⑦追試。D 評価の科目は追試を受けることができる。追試合格の科目は原則として C

評価となる。追試に合格しない者は科目不合格となる。追試を受験する場合は、試

験料を納入しなければならない。 

⑧認定試験。追試験不合格者は認定試験を受けることができる。認定試験合格の科目

は C評価とし、合格しない者は科目不合格となる。認定試験を受験する場合は、試

験料を納入しなければならない。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

本校では、以下のような能力を身につけ、かつ所定の単位を修得した学生に対して卒

業を認定する。年度末の判定会議において審査し決定する。 

 

ディプロマポリシー 

（１）専門知識・技術、魅力ある人間力を備えていること。 

（２）各業界、地域社会で活躍・貢献できる実践力をもっていること。 

（３）創造力、問題発見力・解決能力をもっていること。 

 

卒業条件基準 

（１）全年次の出席が良好（８０％以上）であること。 

（２）全年次の科目評価が全てＣ以上であること。 

（３）その他、生活行為等において問題がないこと。 

（４）授業料等の費用を全て納付していること。 

 

進級条件 

 （１）1 年次の出席が良好（８０％以上）であること。 

 （２）1 年次の科目評価が全てＣ以上であること。 

 （３）その他、生活行為等において問題がないこと。 

 （４）授業料等の費用を全て納付していること。 

 

学修支援等 

（概要） 

学年担任制度、少人数指導、就職サポート制度があり学校生活から就職活動まで幅広

く支援体制を設けている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 就職者数 その他 



  

（自営業を含む。） 

 0人 

（  0％） 

0人 

（  0％） 

0人 

（  ％） 

0人 

（  0％） 

（主な就職、業界等） 

 

（就職指導内容） 

学生の適性を把握し個別指導を実施。企業訪問研修やインターンシップ等実施し就職観

を育成し就職へと結びつける。学校独自にウィンター業界からの求人情報等の情報を提

供している。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

Word文書処理技能認定試験 3 級、Excel表計算処理技能認定試験 3 級、社会人常識マナ

ー検定 3級 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  1人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

なし 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任による学生状況の把握、個別面談等実施し、全教職員にて情報共有し支援や退学

抑止に努めている。 

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文化・教養専

門課程 

スキー専攻科 

インストラクターｺｰｽ 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

昼 

1,818 

単位時間／単位 

354 単位

時間/単

位 

54 単位時

間/単位 

1048 単位

時間/単

位 

0 単位時

間/単位 

362 単位

時間/単

位 

1,818単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

15人 2人 0人 5人 9人 14人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

教育理念、ウィンター業界の動向や現状を踏まえ、基礎基本の定着、応用へと発展さ

せる。さらに、即戦力となる力を養う実践的な授業展開となるよう計画、作成する。 

成績評価の基準・方法 



  

（概要） 

①必修科目とされているものは、全て履修しなければならない。 

②成績評価は、出席率、普段の授業態度、科目修了時の考査、確認テスト、提出課題、

検定取得状況、大会成績等の資料によって総合的に評価する。 

③考査試験（筆記、実技）については、60点以上を合格点とする。出席については、

80%以上の出席率の者に対して評価をする。 

④各科目の成績は、100点満点で評価をする。 

講義：考査（60%）、平常点（40%） 実技・実習：関心、意欲、態度、技能 

※平常点は、学習意欲、理解度、出席率などをいう。 

※各科目の実情により、評価基準を変更し評価をする場合がある。 

⑤成績評価はＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階とする。 

 

A（秀 80点以上）B（優 70点以上）C（良 60点以上）D（不可 60点未満） 

⑥考査資格。出席、授業態度等に問題がある者は、評価考査の対象から外れる場合が

ある。 

⑦追試。D 評価の科目は追試を受けることができる。追試合格の科目は原則として C

評価となる。追試に合格しない者は科目不合格となる。追試を受験する場合は、試

験料を納入しなければならない。 

⑧認定試験。追試験不合格者は認定試験を受けることができる。認定試験合格の科目

は C評価とし、合格しない者は科目不合格となる。認定試験を受験する場合は、試

験料を納入しなければならない。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

本校では、以下のような能力を身につけ、かつ所定の単位を修得した学生に対して卒

業を認定する。年度末の判定会議において審査し決定する。 

 

ディプロマポリシー 

（１）専門知識・技術、魅力ある人間力を備えていること。 

（２）各業界、地域社会で活躍・貢献できる実践力をもっていること。 

（３）創造力、問題発見力・解決能力をもっていること。 

 

卒業条件基準 

（１）全年次の出席が良好（８０％以上）であること。 

（２）全年次の科目評価が全てＣ以上であること。 

（３）その他、生活行為等において問題がないこと。 

（４）授業料等の費用を全て納付していること。 

 

進級条件 

 （１）1 年次の出席が良好（８０％以上）であること。 

 （２）1 年次の科目評価が全てＣ以上であること。 

 （３）その他、生活行為等において問題がないこと。 

 （４）授業料等の費用を全て納付していること。 

 

学修支援等 

（概要） 

学年担任制度、少人数指導、就職サポート制度があり学校生活から就職活動まで幅広

く支援体制を設けている。 



  

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 1人 

（  0％） 

0人 

（  0％） 

0人 

（  ％） 

1人 

（  100％） 

（主な就職、業界等） 

 

（就職指導内容） 

学生の適性を把握し個別指導を実施。企業訪問研修やインターンシップ等実施し就職観

を育成し就職へと結びつける。学校独自にウィンター業界からの求人情報等の情報を提

供している。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

Word文書処理技能認定試験 3 級、Excel表計算処理技能認定試験 3 級、社会人常識マナ

ー検定 3級 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  4人 1人  33％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任による学生状況の把握、個別面談等実施し、全教職員にて情報共有し支援や退学

抑止に努めている。 

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文化・教養専

門課程 

ウィンタースポーツ

学科ｽﾉｰﾎﾞｰﾄﾞ専攻 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

昼 

1,842 

単位時間／単位 

310 単位

時間/単

位 

42 単位時

間/単位 

1024 単位

時間/単

位 

0 単位時

間/単位 

466 単位

時間/単

位 

1,842単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

10人 7人 0人 5人 9人 14人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 



  

（概要） 

教育理念、ウィンター業界の動向や現状を踏まえ、基礎基本の定着、応用へと発展さ

せる。さらに、即戦力となる力を養う実践的な授業展開となるよう計画、作成する。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

①必修科目とされているものは、全て履修しなければならない。 

②成績評価は、出席率、普段の授業態度、科目修了時の考査、確認テスト、提出課題、

検定取得状況、大会成績等の資料によって総合的に評価する。 

③考査試験（筆記、実技）については、60点以上を合格点とする。出席については、

80%以上の出席率の者に対して評価をする。 

④各科目の成績は、100点満点で評価をする。 

講義：考査（60%）、平常点（40%） 実技・実習：関心、意欲、態度、技能 

※平常点は、学習意欲、理解度、出席率などをいう。 

※各科目の実情により、評価基準を変更し評価をする場合がある。 

⑤成績評価はＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階とする。 

 

A（秀 80点以上）B（優 70点以上）C（良 60点以上）D（不可 60点未満） 

⑥考査資格。出席、授業態度等に問題がある者は、評価考査の対象から外れる場合が

ある。 

⑦追試。D 評価の科目は追試を受けることができる。追試合格の科目は原則として C

評価となる。追試に合格しない者は科目不合格となる。追試を受験する場合は、試

験料を納入しなければならない。 

⑧認定試験。追試験不合格者は認定試験を受けることができる。認定試験合格の科目

は C評価とし、合格しない者は科目不合格となる。認定試験を受験する場合は、試

験料を納入しなければならない。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

本校では、以下のような能力を身につけ、かつ所定の単位を修得した学生に対して卒

業を認定する。年度末の判定会議において審査し決定する。 

 

ディプロマポリシー 

（１）専門知識・技術、魅力ある人間力を備えていること。 

（２）各業界、地域社会で活躍・貢献できる実践力をもっていること。 

（３）創造力、問題発見力・解決能力をもっていること。 

 

卒業条件基準 

（１）全年次の出席が良好（８０％以上）であること。 

（２）全年次の科目評価が全てＣ以上であること。 

（３）その他、生活行為等において問題がないこと。 

（４）授業料等の費用を全て納付していること。 

 

進級条件 

 （１）1 年次の出席が良好（８０％以上）であること。 

 （２）1 年次の科目評価が全てＣ以上であること。 

 （３）その他、生活行為等において問題がないこと。 

 （４）授業料等の費用を全て納付していること。 

 



  

学修支援等 

（概要） 

学年担任制度、少人数指導、就職サポート制度があり学校生活から就職活動まで幅広

く支援体制を設けている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 0人 

（  0％） 

0人 

（  0％） 

0人 

（  ％） 

0人 

（  0％） 

（主な就職、業界等） 

なし 

（就職指導内容） 

学生の適性を把握し個別指導を実施。企業訪問研修やインターンシップ等実施し就職観

を育成し就職へと結びつける。学校独自にウィンター業界からの求人情報等の情報を提

供している。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

JSBAスノーボードバッジ検定 1級 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  0人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

なし 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任による学生状況の把握、個別面談等実施し、全教職員にて情報共有し支援や退学

抑止に努めている。 

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文化・教養専

門課程 

ウィンタースポーツ

学科ｽｷｰ専攻 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

昼 

1,718 

単位時間／単位 

270 単位

時間/単

位 

42 単位時

間/単位 

1024 単位

時間/単

位 

0 単位時

間/単位 

382 単位

時間/単

位 

1,718単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 



  

10人 2人 0人 5人 9人 14人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

教育理念、ウィンター業界の動向や現状を踏まえ、基礎基本の定着、応用へと発展さ

せる。さらに、即戦力となる力を養う実践的な授業展開となるよう計画、作成する。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

①必修科目とされているものは、全て履修しなければならない。 

②成績評価は、出席率、普段の授業態度、科目修了時の考査、確認テスト、提出課題、

検定取得状況、大会成績等の資料によって総合的に評価する。 

③考査試験（筆記、実技）については、60点以上を合格点とする。出席については、

80%以上の出席率の者に対して評価をする。 

④各科目の成績は、100点満点で評価をする。 

講義：考査（60%）、平常点（40%） 実技・実習：関心、意欲、態度、技能 

※平常点は、学習意欲、理解度、出席率などをいう。 

※各科目の実情により、評価基準を変更し評価をする場合がある。 

⑤成績評価はＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階とする。 

 

A（秀 80点以上）B（優 70点以上）C（良 60点以上）D（不可 60点未満） 

⑥考査資格。出席、授業態度等に問題がある者は、評価考査の対象から外れる場合が

ある。 

⑦追試。D 評価の科目は追試を受けることができる。追試合格の科目は原則として C

評価となる。追試に合格しない者は科目不合格となる。追試を受験する場合は、試

験料を納入しなければならない。 

⑧認定試験。追試験不合格者は認定試験を受けることができる。認定試験合格の科目

は C評価とし、合格しない者は科目不合格となる。認定試験を受験する場合は、試

験料を納入しなければならない。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

本校では、以下のような能力を身につけ、かつ所定の単位を修得した学生に対して卒

業を認定する。年度末の判定会議において審査し決定する。 

 

ディプロマポリシー 

（１）専門知識・技術、魅力ある人間力を備えていること。 

（２）各業界、地域社会で活躍・貢献できる実践力をもっていること。 

（３）創造力、問題発見力・解決能力をもっていること。 

 

卒業条件基準 

（１）全年次の出席が良好（８０％以上）であること。 

（２）全年次の科目評価が全てＣ以上であること。 

（３）その他、生活行為等において問題がないこと。 

（４）授業料等の費用を全て納付していること。 

 

進級条件 

 （１）1 年次の出席が良好（８０％以上）であること。 

 （２）1 年次の科目評価が全てＣ以上であること。 



  

 （３）その他、生活行為等において問題がないこと。 

 （４）授業料等の費用を全て納付していること。 

 

学修支援等 

（概要） 

学年担任制度、少人数指導、就職サポート制度があり学校生活から就職活動まで幅広

く支援体制を設けている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 0人 

（  0％） 

0人 

（  0％） 

0人 

（  ％） 

0人 

（  0％） 

（主な就職、業界等） 

なし 

（就職指導内容） 

学生の適性を把握し個別指導を実施。企業訪問研修やインターンシップ等実施し就職観

を育成し就職へと結びつける。学校独自にウィンター業界からの求人情報等の情報を提

供している。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

新設学科のため学修成果なし 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  0人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

なし 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任による学生状況の把握、個別面談等実施し、全教職員にて情報共有し支援や退学

抑止に努めている。 

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文化・教養専

門課程 

スポーツビジネス 

学科 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

昼 1,760 

単位時間／単位 

382 単位

時間/単

位 

126 単位

時間/単

位 

1066 単位

時間/単

位 

0 単位時

間/単位 

186 単位

時間/単

位 



  

1,760単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

10人 5人 0人 5人 9人 14人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

教育理念、ウィンター業界の動向や現状を踏まえ、基礎基本の定着、応用へと発展さ

せる。さらに、即戦力となる力を養う実践的な授業展開となるよう計画、作成する。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

①必修科目とされているものは、全て履修しなければならない。 

②成績評価は、出席率、普段の授業態度、科目修了時の考査、確認テスト、提出課題、

検定取得状況、大会成績等の資料によって総合的に評価する。 

③考査試験（筆記、実技）については、60点以上を合格点とする。出席については、

80%以上の出席率の者に対して評価をする。 

④各科目の成績は、100点満点で評価をする。 

講義：考査（60%）、平常点（40%） 実技・実習：関心、意欲、態度、技能 

※平常点は、学習意欲、理解度、出席率などをいう。 

※各科目の実情により、評価基準を変更し評価をする場合がある。 

⑤成績評価はＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階とする。 

 

A（秀 80点以上）B（優 70点以上）C（良 60点以上）D（不可 60点未満） 

⑥考査資格。出席、授業態度等に問題がある者は、評価考査の対象から外れる場合が

ある。 

⑦追試。D 評価の科目は追試を受けることができる。追試合格の科目は原則として C

評価となる。追試に合格しない者は科目不合格となる。追試を受験する場合は、試

験料を納入しなければならない。 

⑧認定試験。追試験不合格者は認定試験を受けることができる。認定試験合格の科目

は C評価とし、合格しない者は科目不合格となる。認定試験を受験する場合は、試

験料を納入しなければならない。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

本校では、以下のような能力を身につけ、かつ所定の単位を修得した学生に対して卒

業を認定する。年度末の判定会議において審査し決定する。 

 

ディプロマポリシー 

（１）専門知識・技術、魅力ある人間力を備えていること。 

（２）各業界、地域社会で活躍・貢献できる実践力をもっていること。 

（３）創造力、問題発見力・解決能力をもっていること。 

 

卒業条件基準 

（１）全年次の出席が良好（８０％以上）であること。 

（２）全年次の科目評価が全てＣ以上であること。 

（３）その他、生活行為等において問題がないこと。 

（４）授業料等の費用を全て納付していること。 

 



  

進級条件 

 （１）1 年次の出席が良好（８０％以上）であること。 

 （２）1 年次の科目評価が全てＣ以上であること。 

 （３）その他、生活行為等において問題がないこと。 

 （４）授業料等の費用を全て納付していること。 

 

学修支援等 

（概要） 

学年担任制度、少人数指導、就職サポート制度があり学校生活から就職活動まで幅広

く支援体制を設けている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 0人 

（  0％） 

0人 

（  0％） 

0人 

（  ％） 

0人 

（  0％） 

（主な就職、業界等） 

なし 

（就職指導内容） 

学生の適性を把握し個別指導を実施。企業訪問研修やインターンシップ等実施し就職観

を育成し就職へと結びつける。学校独自にウィンター業界からの求人情報等の情報を提

供している。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

JSBAスノーボードバッジ検定 1級 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  0人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

なし 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任による学生状況の把握、個別面談等実施し、全教職員にて情報共有し支援や退学

抑止に努めている。 

 

 

 

 

 

 



  

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

  スノ

ーボード

専攻科 

70,000 円 770,000円 460,000円  

  スキ

ー専攻科 
70,000 円 770,000円 460,000円  

  ウィ

ンタース

ポーツ学

科 70,000 円 770,000円 460,000円  

  スポ

ーツビジ

ネス学科 70,000 円 770,000円 460,000円  

修学支援（任意記載事項） 

 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://jwsc-snow.com/blog/wp-

content/themes/jwsc/file/disclosure/05_01_jiko.pdf 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

学校評価委員を選任し学校関係者評価委員会を実施し、学校運営の改善、教育活動の

改善を図る。評価項目は、教育理念、学校運営、教育活動、学修成果、学生支援、教育

環境、学生の受入れ募集、財務、法令等の遵守、社会貢献・地域貢献の項目から意見を

頂く。委員については、関係業界、地域住民、保護者、卒業生より 3名程度専任する。 

評価結果をとりまとめ、学校運営改善案を策定し学校運営に努めていく。併せて、ホ

ームページに情報を公開していく。 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

PSA ASIA理事 令和 3年 4月 1日～ 

令和 5年 3月 31日 

団体代表 

一般社団法人 

アウトドアソリューション 

令和 3年 4月 1日～ 

令和 5年 3月 31日 

企業代表 

   

   

学校関係者評価結果の公表方法 



  

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 
https://jwsc-snow.com/blog/wp-

content/themes/jwsc/file/disclosure/05_02_school.pdf 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://jwsc-snow.com/ 

 


